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会
計
学
研
究
所
（
所
長
・

佐
藤
文
雄
商
学
部
教
授
）
の

公
開
講
演
会
が
10
月
13
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
、
鈴
木
豊
青

山
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
３

０
０
人
の
学
生
、
院
生
、
教

員
を
前
に
「
新
地
方
公
会
計

統
一
基
準
と
地
方
公
共
団
体

公
監
査
」
の
テ
ー
マ
で
公
会

計
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

　
公
会
計
は
、
国
や
地
方
自

治
体
、
特
殊
法
人
、
独
立
行

政
法
人
な
ど
公
共
部
門
を
対

象
と
す
る
会
計
領
域
。
国
や

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科

（
徳
田
賢
二
経
済
学
研
究
科

長
）
の
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
社
会
の
ハ
ブ
に
な
る

人
材
を
育
て
る
に
は
〜
社
会

的
起
業
教
育
の
あ
り
方
〜
」

が
10
月
30
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
地
域

の
活
性
化
や
創
業
支
援
に
携

わ
る
２
氏
が
基
調
講
演
し
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

（
社
会
的
な
課
題
の
解
決
を

目
指
す
事
業
）
を
テ
ー
マ
に

経
済
学
部
の
教
員
と
議
論
を

交
わ
し
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

の
進
化
形
と
い
わ
れ
る
Ｃ

Ｓ

Ｖ
（Creating 

Shared 

Value

共
通
価
値
の
創

造
）。
企
業
が
本
業
で
利
益

を
あ
げ
る
過
程
で
社
会
の
課

題
解
決
に
取
り
組
み
、
自
社

の
成
長
と
社
会
貢
献
を
両
立

さ
せ
る
も
の
で
、
キ
リ
ン
㈱

Ｃ
Ｓ
Ｖ
本
部
の
大
北
博
一
氏

が
活
動
の
一
部
を
語
っ
た
。

　
大
北
氏
は
、
東
北
の
若
手

農
業
者
を
対
象
に
し
た
人
材

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹

介
。
農
業
に
関
心
を
持
つ
東

京
の
企
業
人
と
結
び
、
岩
手

県
遠
野
市
で
は
特
産
の
ホ
ッ

プ
を
生
か
し
た
町
お
こ
し
に

発
展
し
た
と
説
明
。「
生
産

者
が
減
り
国
産
ホ
ッ
プ
は
希

少
。
継
続
的
に
作
っ
て
い
く

た
め
に
遠
野
を
元
気
に
し
よ

う
と
始
め
た
が
、
今
年
は
新

規
の
生
産
者
が
５
人
増
え

た
。
将
来
的
に
食
や
観
光
の

産
業
が
伸
び
れ
ば
ビ
ー
ル
事

業
に
好
影
響
が
出
る
と
期
待

し
て
い
る
」
と
結
ん
だ
。

　
東
京
の
多
摩
地
域
で
創
業

支
援
を
行
っ
て
い
る
㈱
タ
ウ

ン
キ
ッ
チ
ン
（
東
京
都
小
金

井
市
）
代
表
取
締
役
の
北
池

智
一
郎
氏
は
、「
創
業
」
へ

の
心
理
的
障
壁
を
指
摘
。

「
創
業
に
正
解
は
な
い
。
失

敗
か
ら
学
び
、
失
敗
は
成
功

へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
考
え
る
教

育
が
求
め
ら
れ
る
」
と
語
っ

た
。

　
日
本
経
済
や
政
治
を
取
り

上
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
今

回
は
異
色
の
テ
ー
マ
。
徳
田

研
究
科
長
は
「
社
会
的
な
課

題
は
企
業
に
と
っ
て
も
隠
れ

た
成
長
市
場
で
あ
り
、
ニ
ー

ズ
を
見
つ
け
事
業
化
で
き
る

人
材
の
育
成
は
よ
り
重
要
に

な
る
」
と
力
説
。
専
修
大
学

が
川
崎
市
と
連
携
し
て
開
講

し
て
い
る
社
会
起
業
家
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｋ
Ｓ
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
紹
介
し
た
。

　
聴
講
し
た
約
80
人
の
半
数

は
学
生
。
桑
原
成
輝
さ
ん

（
経
済
３
）
は
「
企
業
が
長

期
的
な
視
野
で
社
会
の
課
題

に
取
り
組
む
姿
は
新
鮮
。
就

活
の
企
業
選
び
で
も
参
考
に

し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
小
・
中
・
高
校
の
教
員
を

は
じ
め
教
育
に
携
わ
る
卒
業

生
で
つ
く
る
「
専
修
大
学
教

育
学
会
」
の
第
64
回
大
会
が

11
月
23
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は

２
０
１
８
年
度
か
ら
小
学
校

で
、
翌
年
度
か
ら
中
学
校
で

教
科
化
さ
れ
る
『
道
徳
』
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
講
演

会
、
研
究
会
が
開
催
さ
れ

た
。
会
員
に
加
え
、
教
職
課

程
を
履
修
す
る
学
生
ら
合
わ

せ
て
３
１
３
人
が
参
加
し
、

今
後
の
道
徳
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
講
演
会
で
は
、
文
部
科
学

省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課

程
課
教
科
調
査
官
の
赤
堀
博

行
氏
が
、
道
徳
教
育
の
重
要

性
を
説
明
。「
教
師
の
価
値

観
の
押
し
付
け
や
、
体
験
の

伝
達
で
終
わ
っ
て
は
い
け
な

い
。
子
ど
も
た
ち
に
考
え
さ

せ
る
授
業
を
」
と
述
べ
た
。

　
研
究
会
は
坂
上
章
代
（
平

15
文
）、
菅
明
男（
昭
57
文
）
、

村
舘
公
大
（
平
26
文
）
の
３

氏
が
小
・
中
・
高
校
で
の
実

践
報
告
を
行
っ
た
。
学
生
も

積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
質
問

し
、
現
場
で
働
く
先
輩
か
ら

の
リ
ア
ル
な
声
に
耳
を
傾
け

た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
定
期

総
会
、
情
報
交
換
会
・
懇
親

会
に
は
、
佐
々
木
重
人
学
長

（
教
育
学
会
会
長
）、
日
髙
義

博
理
事
長
ら
が
出
席
。
出
席

者
た
ち
は
親
睦
を
深
め
た
。

　
今
村
法
律
研
究
室
（
松
岡

啓
祐
室
長
）
主
催
の
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
に
つ
い
て
の
公
開

講
座
が
11
月
19
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。
映
画

の
上
映
と
講
演
が
あ
り
、
隔

離
政
策
や
ら
い
予
防
法
（
旧

法
、
新
法
）、
司
法
・
立
法

の
責
任
な
ど
に
つ
い
て
学
生

ら
が
理
解
を
深
め
た
。

　
同
研
究
室
は
、
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
人

権
派
弁
護
士
・
第
５
代
専
修

大
学
総
長
の
今
村
力
三
郎
を

顕
彰
し
、
研
究
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
矢
澤
曻
治
法
科
大
学
院
教

授
の
司
会
で
進
行
。
棟
居
快

行
同
教
授
（
憲
法
訴
訟
論
）

が
「
ハ
ン
セ
ン
病
と
憲
法
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。
隔
離

政
策
を
進
め
た
１
９
５
３
年

の
ら
い
予
防
法
（
新
法
）
に

つ
い
て
、「
法
律
を
定
め
、

そ
の
ま
ま
放
置
し
続
け
た
立

法
者
の
不
作
為
と
同
時
に
憲

法
学
を
は
じ
め
と
す
る
法
学

会
の
不
作
為
も
問
題
」
と
指

摘
。
さ
ら
に
立
法
の
不
作
為

に
切
り
込
ん
だ
２
０
０
１
年

の
ハ
ン
セ
ン
病
国
家
賠
償
訴

訟
熊
本
地
裁
判
決
に
つ
い
て

解
説
し
、「
熱
い
魂
と
法
的

武
器
の
双
方
を
持
っ
て
い
た

今
村
先
生
に
通
ず
る
と
こ
ろ

が
あ
る
判
決
」
と
評
し
た
。

　
廣
川
和
花
文
学
部
准
教
授

（
日
本
近
現
代
史
）
は
「
近

代
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
史
」

と
し
て
、
歴
史
的
事
実
と
最

新
の
学
説
な
ど
を
紹
介
し

た
。
廣
川
准
教
授
は
ハ
ン
セ

憲
法
学
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
棟
居
教
授

ン
病
に
つ
い
て
正
し
く
な
い

説
明
が
現
在
も
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
「
戦
前
の
啓

蒙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
さ
し
て

変
わ
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
」

と
問
題
提
起
。
ま
た
、
患
者

収
容
を
定
め
た
１
９
３
１
年

制
定
の
旧
法
に
つ
い
て
「
法

律
の
条
文
か
ら
は
、
す
べ
て

の
患
者
が
入
所
対
象
と
は
な

ら
な
い
。
国
レ
ベ
ル
の
法

と
、
運
用
を
定
め
た
府
県
レ

ベ
ル
の
法
令
の
関
係
か
ら
、

実
際
の
患
者
の
処
遇
が
ど
う

だ
っ
た
の
か
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
裁
判

が
隔
離
先
の
療
養
所
な
ど
で

「
特
別
法
廷
」
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
取
り
上
げ

た
の
は
平
井
佐
和
子
西
南
学

院
大
准
教
授
（
刑
法
）。
冤

罪
の
可
能
性
の
あ
る
「
菊
池

事
件
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
元
患
者
ら
が
証
言
を

重
ね
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
『
も
う
い
い
か
い
〜
ハ

ン
セ
ン
病
と
３
つ
の
法
律

〜
』
が
上
映
さ
れ
た
。

地
方
公
共
団
体
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
財
政
の
透
明

性
を
高
め
、
住
民
に
対
す
る

説
明
責
任
を
よ
り
適
切
に
果

た
し
、
財
政
の
効
率
化
・
適

正
化
を
図
る
た
め
に
整
備
が

急
が
れ
て
い
る
。

　
鈴
木
教
授
は
、
公
会
計
基

準
と
監
査
基
準
策
定
に
尽
力

し
た
。
講
演
の
内
容
も
理
論

と
実
務
の
両
面
か
ら
平
易
で

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

今
後
公
務
員
に
も
会
計
の
知

識
が
必
要
で
あ
る
と
会
計
学

の
重
要
性
を
訴
え
、
締
め
く

く
っ
た
。

 

（
柳
裕
治
商
学
部
教
授
）

　
東
京
国
税
局
の
江
﨑
純
子

課
税
第
一
部
部
長
に
よ
る
講

演
「
最
近
の
税
務
行
政
に
つ

い
て
」
が
11
月
16
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

写

真
、
約
２
６
０
人
が
聴
講
し

た
。

　
本
学
で
は
数
年
前
か
ら
法

学
部
専
門
科
目
「
租
税
法

Ⅱ
」（
増
田
英
敏
教
授
）
の
授

業
に
東
京
国
税
局
か
ら
調
査

部
長
な
ど
講
師
を
招
き
、
租

税
法
に
関
す
る
授
業
を
実
施

し
て
き
た
。
江
﨑
部
長
は
、

日
本
の
財
政
の
現
状
、
国
税

組
織
、
国
際
的
な
租
税
回
避

へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
約

１
時
間
半
に
わ
た
っ
て
講

演
。
出
席
者
は
税
に
つ
い
て

の
理
解
を
大
い
に
深
め
た
。

大
北
氏
、
北
池
氏
と
２
教
員
が

議
論
を
交
わ
し
た

ハンセン病の「法」と歴史
３氏が講演、映画上映も

今
村
法
律
研
究
室
　
公
開
講
座

政策科学シンポジウム

企
業
の
社
会
貢
献
の
意
義 
議
論

多くの会員、学生が詰めかけ、

会場は満員となった

「道徳」にスポット
第64回教育学会

公会計の重要性を語る

鈴木青学大名誉教授

公
会
計
を
テ
ー
マ
に
講
演

税
務
行
政
の

理
解
深
め
る

国
税
局
部
長
が
講
演

放
送
法
と
権
力

 

山
田
健
太
著

　「
放
送
番
組
の
善
し
悪
し

は
為
政
者
が
判
断
す
る
、
と

い
う
社
会
ル
ー
ル
が
定
着
し

か
け
て
い
る
」
と
著
者
は
警

鐘
を
鳴
ら
す
。
国
境
な
き
記

者
団
が
ま
と
め
た
今
年
の
世

界
報
道
自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
日
本
は
１
８
０
カ
国
中

72
位
。
新
規
立
法
を
含
め
た

政
府
の
メ
デ
ィ
ア
政
策
が

「
言
論
の
不
自
由
」
を
拡
大

し
て
い
る
｜
｜
と
国
内
外
か

ら
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
安

倍
政
権
の
支
持
率
は
高
い
。

　
本
書
は
「
放
送
法
」
に
関

す
る
高
市
総
務
相
の
発
言
な

ど
、
直
近
５
年
間
に
起
き
た

放
送
や
言
論
の
自
由
を
め
ぐ

る
事
柄
を
取
り
上
げ
る
。

「
報
道
圧
力
」「
言
論
の
不

自
由
」「
放
送
の
自
由
」「
政

治
的
公
平
の
意
味
」「
デ
ジ

タ
ル
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
」

「
市
民
力
が
社
会
を
変
え

る
」
で
構
成
。「
表
現
の
自

由
」
と
「
自
由
な
表
現
」
の

違
い
に
鈍
感
な
視
聴
者
を
生

み
出
し
た
、
マ
ス
コ
ミ
自
身

の
責
任
に
も
切
り
込
む
。

　
政
府
の
情
報
戦
略
に
ど
う

対
抗
し
て
い
く
の
か
。
著
者

は
「
新
聞
・
放
送
・
出
版
に

た
ず
さ
わ
る
者
が
現
状
を
理

解
し
、
現
実
を
直
視
し
て
、

目
の
前
の
課
題
を
乗
り
越
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
語
る
。（
田
畑
書

店
・
本
体
２
３
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
や
ま
だ
・
け
ん

た
）

文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
、
言
論
法
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
と
現
代
。

見
張
塔
か
ら
ず
っ
と

｜
政
権
と
メ
デ
ィ
ア
の
８
年

 

山
田
健
太
著

　
沖
縄
県
の
地
元
紙
「
琉
球

新
報
」
に
長
期
連
載
し
て
い

る
コ
ラ
ム
「
メ
デ
ィ
ア
時

評
」。
２
０
０
８
年
５
月
の

連
載
開
始
か
ら
今
夏
ま
で
の

１
０
０
回
分
と
、
連
載
開
始

に
当
た
っ
て
の
特
別
寄
稿
を

ま
と
め
た
の
が
本
書
。

　
冒
頭
、
言
論
の
自
由
や
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
事

項
を
連
載
に
先
立
つ
２
０
０

５
年
か
ら
挙
げ
る
。
年
ご
と

の
流
れ
を
05
年
「
政
治
と
放

送
の
関
係
　
問
わ
れ
る
」、

06
年「
放
送
に
政
府
圧
力
」、

07
年
「
教
育
現
場
で
も
国
家

介
入
色
濃
く
」
と
記
し
、
08

年
は
「
異
論
認
め
ず
の
空
気

強
ま
る
」。
以
降
、
特
定
秘

密
保
護
法
、
安
保
法
案
が
成

立
・
施
行
さ
れ
る
な
か
で
メ

デ
ィ
ア
が
ど
う
変
容
し
て
き

た
か
が
綴
ら
れ
る
。

　
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
政
権
党

か
ら
「
偏
向
報
道
」
と
バ
ッ

シ
ン
グ
を
受
け
る
沖
縄
と
本

土
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
が
自
由
を
狭

め
ら
れ
て
き
た
こ
の
10
年
を

検
証
し
て
い
る
。（
田
畑
書

店
・
本
体
２
３
０
０
円
＋
税
）


